
霧

多

布

湿

原

(浜

中

町
)

北
海
道
東
部

の
浜
中
町
霧
多
布

に
あ
る
も
の
で
、
高
層
湿

原
を
構
成
す

る
中
心

の
部
分
は

「
泥
炭
形
成
植
物
群
落
」

と

し
て

一
九

二
二
年

以
降
、
天
然
記
念
物

に
指

定
さ
れ
て

い
る

(
チ
リ
地
震
津
波

の
後
そ

の
区
域

は
海
岸
寄
り

の

一
部
を
解

除

し
、
奥
を
少

し
く
広
げ
る
措
置

に
よ

っ
て
変

更
さ
れ
た
)
。

海
岸
砂

丘
地

と
背
後

の
根
室
段
丘
と
の
間

に
扇
形

に
ひ
ろ
が

っ
て
い
て
、

霧 多 布 湿 原

生
成

の
過
程

は
釧
路
湿
原

に
類
似
す
る

が
、
地
下

の

泥
炭

の
層
厚

は
ほ
と
ん
ど

が
二

m
以
下

に
と
ど
ま

っ

て

い
る
。
南

に
突
き

出
て

い
る
霧
多
布

の
台
地
と
の

関

連
で
、
湿

原
は
中
央

部

田

中

瑞

穂

か
ら
分

か
れ

て
半
面
ず

っ
琵
琶
瀬
湾
と
浜
中
湾

に
対

し
て
い

る
の
は
興
味
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
の

一
帯

は
厚
岸
道
立
自
然
公
園

に
含
ま
れ
る
景
勝

の
地

で
訪
れ

る
人
も
多

い
が
、
榊
町
寄

り
と
散
布

寄
り
の
二

つ
の

台
地
か
ら
湿
原

の
全
容
を
眼
下

に
展
望
す

る

こ

と

が

で
き

る
。
こ
の
台
地
上

か
ら

の
展
望

に
よ
っ
て
も
、
海
岸
線

に
並

行
す

る
よ
う
な
数
列

の
砂
丘
と
砂
丘
間
凹
地
の
関
連

が
は

っ

き

り
認

め
ら
れ
、
特

に
砂

丘
間

の
凹
地
は
水

を
た
め
て
非
常

に
細
長

い
沼

に
な

っ
て
残
さ
れ

て
い
る
。

低
層
湿
原
、
中
間
湿
原
、
高
層
湿
原
の
三

つ
に
区
分
す

る

こ
と
は
で
き

る
が
、
全
域
を
通

し
て
ワ
タ

ス
ゲ
が
圧
倒
的

に

優
占
し

て
い
る

の
を
植
生
の
う
え

か
ら

の
著

し
い
特
色
と
し

て
あ
げ
る
事
が

で
き
る
。
イ
ボ
ミ
ズ
ゴ

ケ
、

ム
ラ
サ
キ
ミ
ズ

ゴ
ケ
な
ど
と
共

に
ヌ

マ
ガ
ヤ
、

ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
も
多

い
。
従

っ

て
、
巨
視
的

に
は
中
間

湿
原

の
活
状
が
強
く
出

て
い
る
と
見

る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う

。
ワ
タ
ス
ゲ
の
開
花
す

る
六
月
中

旬
以
降

は
広

大
な
湿
原
全
体
が
白
く
お
お
わ
れ

て
し
ま
う

よ

う
な
景

観

に
な
る

の
で
、
非
常

に
強

い
興
味

を
引
く

と
こ
ろ

に
な

る
。
湿
原

の
奥

の
高
層
湿
原
域
は

チ
ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
丘
が

よ
く
発
達
し

て
お
り
、

ツ
ル
コ
ケ

モ
モ
、

ヒ
メ
ッ
ル

コ
ケ

モ

モ
、

ヒ
メ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

コ
ケ

モ
モ
、
ガ

ン
コ
ウ
ラ

ン
、

エ

ゾ
イ

ソ
ツ
ツ
ジ
、

ク

ロ
ミ
ノ
ウ
グ
イ

ス
カ
グ
ラ
な
ど
が

ミ
ズ

ゴ
ケ
丘
の
上
部
を

お
お

っ
て
生
育
す

る
。
し
か
し

こ
の
よ
う

な
状
況

は
こ
の
湿
原
だ
け

の
も
の
で
な
く
、
北
海
道
東
部

に

点
在

し
て
い
る
大

小
の
湿
原
や
湿

地
に
す
べ
て
共
通
し

て
い

る
。所
生
植
物

の
う

ち
で
は
ク
シ
ロ

ハ
ナ

シ
ノ
ブ

と

エ
ゾ

ゴ
ゼ

ソ
タ

チ
バ

ナ
の
二

つ
が
注
目
さ
れ
る
。

ク

シ
ロ

ハ
ナ
シ
ノ
ブ

は
釧
路
湿
原

の
中

の
キ
ラ

ゴ
タ
ソ
崎
下

の
ヤ
チ

ハ
ソ
ノ
キ

・

ヒ
ラ
ギ

シ
ス
ゲ
群
落
内

で
隆
起
し
た

ス
ゲ
叢
株
の
上

に
僅

か

に
生
育

す
る

の
が
知

ら
れ

る
け
れ
ど
も
、
糸
魚
沢
、
茶
内

の

小
湿
原

(
湿
地
)
を
経

て
霧
多
布
湿
原

に

つ
づ
い
て
い
る
低

層
湿
原
か
ら
中
間

湿
原

に
生
育
す
る
の
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ

に
対
し
て

エ
ゾ
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ

ナ
は
釧
路
湿
原
で
は
発
見
さ

れ
ず

、
霧
多
布

湿
原
が
も

っ
と
も
西
の
生
育
地
に
な

り
、
そ

れ

よ
り
東

の
落
石
湿
原
、

ユ
ル
リ
島
湿
原

は
も
と
よ
り
、
根

室

で
は
沿
岸
台
地
上
の
小
さ

い
湿
潤
地
で
も
ご
く
普
通

に
観

察
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

カ
ラ

ク
サ
キ

ン
ポ
ウ
ゲ
は
小
さ
い
植
物

で
も
あ
り
、
知

る

人
は
少
な
い
が
、
こ
こ
の
湿
原

の
浅

い
池
沼
で
見

る
こ
と
が

で
き
る
。
現
在

、
わ
が
国

で
そ

の
生
育
が
知
ら
れ
て
い
る
の

は
こ
の
湿
原
の
中
だ

け
で
あ

る
し
、
そ
の
保
護
に
は
意
が
配

ら
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

こ
こ

一
〇
年
来

、
北
海
道
東
部
の
沿
岸
地
域
で
も
、
放
牧

馬

の
数
は
急
激

に
減
少

し
て
き

て
い
る
。
霧
多
布
湿
原

の
海

岸
寄
り

の
地
域

も
し
ば

ら
く
前
ま
で
は
か
な
り

の
数

の
放
牧

馬
が
見
ら
れ
て

い
た
。
そ

の
よ
う
な
名
残

り
と

い
え
ば

正
確

を
欠
く
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
湿
原

か
ら
海
岸
砂

丘
地
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に
移
行
す

る
あ
た
り
は

「
原
生
花
園
」
と
呼
ば
れ

て
、

い
ま

も

地
域

の
人

に
親

し
ま
れ

て
い
る
。

エ
ゾ
カ
ソ
ゾ

ウ
、

ヒ
オ

落

石

湿

原

ウ
ギ

ァ

ヤ

メ
、

ハ
マ
ナ

ス
、

セ

ン
ダ

イ

ハ
ギ
、

ヨ
ウ

マ
な

ど

が

つ
く

る
群

落

で
あ

る
。

(根

室

市
)

「
落
石
岬

の
サ
ヵ
イ
ッ
ツ
ジ
自
生
地
」

と
し

て

一
九
四
〇

年
来

、
湿
原

の

一
部

二
一二
・
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
そ

の
区
域
は
パ

ラ
線

で
囲
ま

れ
て
積
極
的

に
保

全
が
図

ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
天
然
記
念
物

指
定

区
域

の
う
ち
、
南

に
面
す

る
方
向
を
除

い
た
三
方
向
が

天
然

の
大
型

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林

(魚
付
保
安
林
)

で
包
ま
れ

る
よ
う
な
形
態
を
示
し
て

い
る

の
で
、
湿
原
の
保
全

と
し
て

は
非
常

に
望
ま
し

い
形

で
推
移
し
て
き
た
。落 石 湿 原

こ
の
湿
原

は
同
じ
北
海

道
東
部
の
釧

路
湿
原
や
霧

多
布
湿
原
と

違
っ
て
、
海

抜
高
度
五
〇

m
弱
の
平
坦

な
台
地
の
上

に
構
成
さ
れ

て
点
が
ま
ず

注
目
さ
れ
、

湿
原
に
流
入

す
る
河
川
も

持
た
ず
、
も

ヤ

マ
ブ
キ

シ

っ
ば
ら
雨
水

と
海
霧

に
よ

っ
て
保
た
れ
て
い
る
。

サ
ヵ
イ

ッ
ツ
ジ
は
わ
が
国

で
は
こ
の
湿
原

の
み
に
生
育
す

る
た
め
、
北
緯
五
〇
度
域

か
ら

の
隔
離
分
布
種
と
し

て
強

い

関
心
を
引

い
て
き

た
が
、

こ
の
湿
原

の
最
大

の
特
色

は
サ
カ

イ
ッ
ツ
ジ
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
連
続
分
布
種
を
あ
わ
せ

も

っ
て
い
る
点

に
あ

る
と
考
え

て
み
た

い
。
す
な
わ
ち
、

こ

の
湿
原

に
は
サ
カ
イ

ツ
ツ
ジ
の
ほ
か
、
タ

カ

ネ

ナ

ナ
カ

マ

ド
、
イ
ワ
ツ
ツ
ジ
、
ホ

ソ
パ

イ

ソ
ツ
ツ
ジ
、
リ

シ
リ
ビ

ャ
ク

シ
ソ
、

ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
、

リ

ソ
ネ

ソ
ウ
、

マ
ル
バ

シ
モ
ツ

ケ
、

ミ
ヤ

マ
ハ
ナ
ゴ

ケ
な
ど
も
あ

っ
て
、
湿
原
と
し
て
は
か

な
り
小
さ
い
面
積
し
か
な

い
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば

、
類

の
な

い
ほ
ど
多
く

の
種
類

の
不
連
続
分
布
種
が
集

ま

っ
て
い

る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
特
定
の
種
が
関
心

の
対
象

に
な

る

の
と
同
時

に
、
不
連
続

分
布

と
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が

い
っ
し

ょ
に
な

っ
て
長
年

月

の
間

生
育
し

つ
づ

け
て
く
る
こ

と
が
で
き

た
こ
の
湿
原

の
環
境

そ

の
も

の
に
対
す
る
関

心
が

強
め
ら
れ
、
理
解
が
深
め
ら
れ
て
ゆ
く

こ
と
が
非
常

に
重
要

で
あ
る
こ
と
を
教
え

る
。

サ
ヵ
イ

ツ
ツ
ジ
に
関
連
す
る
群

落
と
し
て
は
〈

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ

・
サ
ヵ
イ
ッ
ツ
ジ

・
チ
ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
〉
と
、
〈

サ
カ
イ

ツ
ツ
ジ

・
ホ
ロ
ム
イ
ス
ゲ
V

の
二
つ
が
あ

っ
て
、
前
者

は
大

型

の
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林

の
林
縁
や
林
縁

近
く

の
疎
林

の
明
る

い
林
床

に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
チ

ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
、

ス
ギ
バ

ミ

ズ
ゴ
ケ
な
ど
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
丘
を
お
お
う
よ
う

に
サ
カ
イ

ッ
ツ

ジ
が
生
育
す

る
。

ミ
ズ
ゴ

ケ
丘
に
は
そ

の
ほ
か
ツ
ル
コ
ケ
モ

モ
、

モ
ウ

セ
ソ
ゴ

ケ
、
ホ

ロ
ム
イ
ツ
ツ
ジ
、
ク

ロ
ミ
ノ
ウ
グ

イ

ス
カ
グ
ラ
、

エ
ゾ
イ

ソ
ツ
ツ
ジ
、
ヌ
マ
ガ
ヤ
な
ど
も
生
育

す
る
。
そ
れ

に
対
し
て
後

者

の
サ
ヵ
イ

ッ
ツ
ジ

・
ホ
ロ
ム
イ

ス
ゲ
群
落

は
、

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
か
ら
離
れ
た
立
地

に
あ

っ
て

ホ
ロ
ム
イ

ス
ゲ

の
隆

起
叢
株

と
チ

ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
丘

の
複
合
す

る
と

こ
ろ
が
生
育
地

に
な
る
。

こ
の
群
落

の
中

に
は

ワ
タ

ス
ゲ

も
比
較
的
多

い
が
、
サ
カ

イ

ツ
ツ
ジ
は
ワ
タ
ス
ゲ
と
ほ
と
ん
ど
共
存
せ
ず
、
選
択
的

に

ホ

ロ
ム
イ

ス
ゲ

の
叢
株
を
求

め

て
い
る
点
は
興
味
を
呼
ぶ
と

こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
た
め

ワ
タ

ス
ゲ
が
優
占
す

る
地
区

に
移

行
す

る
に
つ
れ
て
サ
ヵ
イ

ッ
ツ
ジ
は
減
少
し
、

ワ
タ
ス
ゲ

の

群
落
内

で
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
。

平
地

の
湿
原
で
ホ
ソ
パ
イ

ソ
ツ
ツ
ジ
が
見
ら
れ

る
こ
と
も

特
筆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
リ

シ
リ
ビ
ャ
ク

シ
ソ
や

ミ
ヤ

マ
ハ
ナ
ゴ
ケ
、

ク

ロ
マ
メ
ノ
キ
、
タ
カ
ネ
ナ
ナ
カ

マ
ド

な

ど
と
あ
わ
せ
て
サ
カ
イ
ツ
ツ
ジ
の
保
護
区
域

の
中

に
生
育

し
て
い
る
か
ら
将
来

へ
の
存
続

は
可
能

で
あ
ろ
う
。

湿
原
を
と
り
巻
く

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林

は

一
二
～

一
五

m
に

達

し
て
い
る
。
林
内

の
明

る
さ
や
水
条
件
と
も
関
連

し
て
、

林
床

は
群
類
、
ス
ゲ
類

、
ヤ

マ
ド

リ
ゼ
ン
マ
イ
、

ミ
ズ
バ

シ
ョ

ウ
と
、
優
占
植
物

に
若

干
の
区
分
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

こ
の
湿
原
を
と
り
巻
い
て
ア
イ

ヌ
ミ
ヤ

コ
ザ

サ
を
主
要
素

と
す
る
沿
岸
台
地
特
有

の
草

原
が
展
開
し
て
い
る
。
現
在
放

牧
馬
は
見

ら
れ
な

い
が
、
バ
ク
サ

ン
チ
ド
リ
、
ツ
リ
ガ
ネ

ニ
ン

ジ

ソ
、
チ
シ
マ
フ
ウ
ロ
な
ど
百
花
が
咲

い
て
美
観
を
呈
す
る
。
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ユ

ル

リ

島

湿

原

(根

室

市
)

ユ
ル
リ
島

は
根
室
市
の
昆
布
森
漁
港

か
ら
海
上
二

・
六
㎞

に
あ
る
離
島

で
、
周
囲
約

七

・
八
㎞

の
無
人
島

に
な

っ
て
い

る
。
す

ぐ
近
く

に
や
や
小
さ
い

モ
ユ
ル
リ
島
が
あ

っ
て
、
両

島

共
北
方
系
海
鳥
の
繁
殖
地
と
し

て
道
指
定

の
天
然
記
念
物

に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ

て
い
る
。
落
石
付
近

の

車

窓
か
ら
も
両
島
を
遠
望
す

る
こ
と
が

で
き

る
が
、
島

の
上

部
は
削

っ
た
よ
う

に
平
坦
に
見

え
る
の
で
強

い
印
象
を
与
え

る
。
事
実
、
島

の
上

に
立

っ
て
も
林

は

一
つ
も
な
く
、
目

の

届

く
限
り
た
だ
草
原

に
な

っ
て
い
る
。

古
い
海
飾

」レ リ ー陶議ユ

台

で
、
色
丹

島

に
い
た
る

歯
舞
諸
島

と

生
成
の
条
件

を
同
じ
に
す

る
と
い
わ
れ

る
と
こ
ろ
で

わ
が
国

の
最

東
端

に
位
置

す
る
こ
の
島

の
生
物
的
自

然
が
持

っ
て

い
る
意
義

は

こ
と
の
ほ
か

大
き

い
。

島

は
東
西
、
南
北
共
約

二
㎞
、
海
抜
高
度

四
三

・
一
m
で

湿
原

は
島

の
ほ
ぼ
中
央
部

に
あ

っ
て
、
東

西
約

八
○
O

m
、

南
北
約
五
〇
〇

m
に
及
び
、
全
形

は
ゆ
が
ん
だ
心
臓
型

を
呈は

し
て
い
る
。
海
霧
を
含
め
雨
水

の
み
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て

き

て
い
る
こ
と
は

一
見

し
て
明
ら

か
で
あ

る
が
、
湿
原
を
囲

む
ア
イ

ヌ
ミ
ヤ

コ
ザ
サ
を
主
と
す

る
草
原

の
間
を
島

の
四
周

に
向
け
て
大

小

一
〇
前
後

の
沢
が

の
び
、
そ

の
う

ち
七

つ
の

沢
で
は
少
量
な
が
ら
常
時
流
水
が
見

ら
れ

る
し
、
残

り
の
沢

は
降

雨
後

一
時
的

に
流
路
と
な

る
。

湿
原
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
た
る

一
帯

は
三
〇
～
八
○

㎝
近

い

高

さ

の
大
型

の
チ
ャ
ミ
ズ
ゴ
ケ
丘
が
連
続
す
る
と
こ
ろ
で
、

大
き

い
も

の
で
は

一
〇
〇
平
方

m
に
及
ぶ

チ
ャ
ミ
ズ
ゴ

ケ
の

大
丘
塊
群
を
見

る
こ
と
も
で
き

る
。

こ
の
よ
う
な
ミ
ズ
ゴ

ケ

丘
や
ホ

ロ
ム
イ

ス
ゲ
叢
株

の
間

に
は
他

の
湿
原
と
同
じ
よ
う

に
、
小
さ
い
プ

ー
ル
が
点
在
し
、
水
深

は
五
～

一
五

cm
の
範

囲
で
あ
る
。
ま
た

ミ
ズ
ゴ
ケ
丘
を
中
心

に
ツ
ル
コ
ヶ
モ
モ
、

ヒ
メ
ッ
ル

コ
ヶ
モ
モ
、
タ
チ

マ
ソ
ネ
ソ
ス
ギ
、
ガ
ン

コ
ウ

ラ

ン
、

エ
ゾ

イ
ソ
ツ
ツ
ジ
、

ク

ロ
ミ
ノ
ウ
グ
イ

ス
カ
グ

ラ
、
サ

ワ
ラ

ン
、

ト
キ
ソ
ウ
な

ど
が
生
育
す

る
。

エ
ゾ
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
、

チ
ャ
ミ
ズ
ゴ

ケ
群

落
を
主
と
す
る

こ

の
高
層
湿
原
を
と
り
巻
く
形

で
、

い
わ
ゆ
る
ワ
タ
ス
ゲ
湿
原

が
広
く
展
開
す
る
。
中
間
湿
原

で
あ

る
。

ワ
タ

ス
ゲ
、
イ
ボ

ミ
ズ
ゴ
ケ
、

ヌ

マ
ガ
ヤ
が
優
占
し
、
イ
ボ

ミ
ズ
ゴ
ケ
の
低

い

ハ
ン
モ
ッ
ク
に
は
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
、

ホ

ロ
ム
イ
ソ
ウ
な
ど
と

と
も

に
、

ヤ
チ
ラ
ソ
を
見

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
ほ

か

ミ
ズ
チ
ド

リ
、

バ
ク
サ

ソ
チ
ド

リ
、

ホ

ソ
パ

キ

ソ

チ
ド

リ
、
ネ

ジ
パ

ナ
、

ノ
ピ
ネ
チ
ド

リ
の
よ
う
な
ラ
ン
科
植
物

に

も
恵
ま
れ

る
。

ワ
タ

ス
ゲ

の
開
花
す

る
季
節
の
美
観
は
た
と

え

よ
う
も
な
い
。

つ
ぎ

に
、
こ

の
島

の
植
生

に
つ
い
て
二

つ
の
こ
と
を
と
り

上
げ

て
お
き

た

い
が
、
そ

の

一
つ
は
白
花
品
種
が
非
常

に
多

い
こ
と

で
、

シ
ロ
バ

ナ
タ
チ
ギ
ボ
ウ

シ
、

シ
官
バ

ナ
ツ
リ
ガ

ネ

ニ
ン
ジ
ン
、

シ
ロ
バ

ナ

エ
ゾ

フ
ウ

ロ
、

シ
官
バ

ナ

バ
ク
サ

ン
チ
ド

リ
、

シ
ロ
バ

ナ
ウ
ツ
ボ
グ

サ
、

シ
ロ
.λ
ナ
ク
サ
フ
ジ

な
ど
が
想

像
を
は
る
か
に
越
え
た
数

で
発
見
さ
れ
る
。
し

か

も
主
と
し

て
島

の
東
部
、
あ

る
い
は
南
東

部
に
片
寄

っ
て
見

ら
れ

る
の
も
興
味
深

い
。

も
う

一
つ
は
、
海

を

へ
だ

て
て
向

い
合

い
本
島
が
わ

の
落

石
湿
原

の
植
物
と
の
違

い
の
問
題

で
あ
る
。
両
島
は
若
干

の

海
抜
高
度

の
差
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
平
坦
な
台
地
の
上
に
あ

っ
て

マ
ク
ロ
の
環
境

は
か
な
り
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
し
、
現
在

の
湿
原

の
活
状
も
非
常

に
類
似
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
落
石
湿
原

に
あ
る

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林
や
サ
カ
イ

ツ
ツ
ジ
、
リ

シ
リ
ピ
ャ
ク
シ
ン
、

ヒ
メ
イ

ソ
ツ
ツ
ジ
、

ミ
ヤ

マ
ハ
ナ
ゴ

ケ
、
リ
ン
ネ
ソ
ウ
、
イ
ワ

ツ
ツ
ジ
は
、

ユ
ル
リ
島

の
湿
原
で
は
全
く
見
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
と
逆

に
、

ユ
ル

リ
島

で
非
常

に
数
多
く
見
ら
れ
て
落

石
湿
原

に
な
い
の
が

ヤ

チ
ラ
ソ
で
あ
る
。
そ
れ
以
外

、
タ
カ
ネ

ナ
ナ
カ
マ
ド
、

ク
戸

マ
メ
ノ
キ
、

マ
ル
パ

シ
モ
ツ
ケ
、

エ
ゾ
ゴ
ゼ
ソ
タ
チ
パ

ナ
な

ど

は
二
つ
の
湿
原

に
共
通
し
て
い
る
。
(教
育
大
学
釧
路
分
校
)
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